
４−１ 関東・中部地⽅とその周辺の地震活動（2020 年 11 ⽉〜2021 年 4 ⽉） 
Seismic Activity in and around the Kanto and Chubu Districts 
(November 2020 – April 2021) 

気象庁 

Japan Meteorological Agency 

今期間，関東・中部地⽅とその周辺で M4.0 以上の地震は 143 回，M5.0 以上の地震は 15 回発⽣
した．このうち，関東・中部地⽅では，2020 年 11 ⽉ 22 ⽇に茨城県沖で発⽣した M5.7 の地震が最
⼤の地震であった． 

2020 年 11 ⽉〜2021 年 4 ⽉の M4.0 以上の地震の震央分布を第１図(a)及び(b)に⽰す． 

主な地震活動は以下のとおりである． 

（1）硫⻩島近海の地震（M6.2，震度１以上を観測した地点なし，第２図(a)〜(c)）
2020 年 11 ⽉ 11 ⽇ 14 時 17 分に硫⻩島近海で M6.2 の浅い地震（震度１以上を観測した地点
なし）が発⽣した． 

（2）茨城県沖の地震（M5.7，最⼤震度５弱，第３図(a),(b)）
2020 年 11 ⽉ 22 ⽇ 19 時 05 分に茨城県沖の深さ 45km で M5.7 の地震（最⼤震度５弱）が発
⽣した．この地震は，発震機構（CMT 解）が⻄北⻄−東南東⽅向に圧⼒軸を持つ逆断層型で
太平洋プレートと陸のプレートの境界で発⽣した．また，この地震は新たな相似地震グルー
プの最新の地震として検出された． 

（3）茨城県南部の地震（M4.6，最⼤震度４，第４図(a),(b)）
2020 年 12 ⽉ 17 ⽇ 16 時 42 分に茨城県南部の深さ 45km で M4.6 の地震（最⼤震度４）が発
⽣した．この地震は，発震機構が北⻄−南東⽅向に圧⼒軸を持つ逆断層型でフィリピン海プ
レートと陸のプレートの境界で発⽣した．また，この地震は既往の相似地震グループの最新
の地震として検出された．

（4）新島・神津島近海の地震活動（今期間の最⼤ M5.0，最⼤震度５弱，第５図(a)〜(c)）
新島・神津島近海のフィリピン海プレートの地殻内で，2020 年 12 ⽉半ばから地震活動があ
り， 2021 年 1 ⽉ 31 ⽇までに最⼤震度 1 以上を観測した地震が 40 回（最⼤震度５弱：１回，
最⼤震度４：２回，最⼤震度３：３回，最⼤震度２：８回，最⼤震度１：26 回）発⽣した．
このうち最⼤規模は 12 ⽉ 18 ⽇ 18 時 09 分に深さ 11km で発⽣した M5.0 の地震（最⼤震度５
弱）であった． 

（5）茨城県沖の地震（M5.2，最⼤震度４，第６図(a),(b)）
2020 年 12 ⽉ 30 ⽇ 09 時 35 分に茨城県沖の深さ 56km で M5.2 の地震（最⼤震度４）が発⽣
した．この地震は，発震機構が⻄北⻄−東南東⽅向に圧⼒軸を持つ逆断層型で，太平洋プレ
ートと陸のプレートの境界で発⽣した．また，この地震は既往の相似地震グループの最新の
地震として検出された． 
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（6） 栃⽊県北部の地震（M4.0，最⼤震度４，第７図）
2021 年 2 ⽉ 2 ⽇ 03 時 01 分に栃⽊県北部の深さ 7km で M4.0 の地震（最⼤震度４）が発⽣し
た．この地震は地殻内で発⽣した．この地震の発震機構は⻄北⻄―東南東⽅向に圧⼒軸を持
つ横ずれ断層型 であった．なお，今回の地震の震央付近では，1999 年，2005 年及び 2013 年
にほぼ同じ場所で１週間 以内に M4 程度の地震が２回発⽣している． 

（7）茨城県南部の地震（M4.9，最⼤震度４，第８図）
2021 年 3 ⽉ 16 ⽇ 04 時 56 分に茨城県南部の深さ 54km で M4.9 の地震（最⼤震度４）が発⽣
した．この地震は，発震機構（CMT 解）が南北⽅向に圧⼒軸を持つ横ずれ断層型で，フィリ
ピン海プレート 内部で発⽣した． 

（8）⻑野県北部の地震活動（今期間の最⼤ M4.7，最⼤震度２，第 10 図）
2021 年 3 ⽉ 21 ⽇から 4 ⽉ 18 ⽇にかけて⻑野県北部で震度１以上を観測する地震が，20 回
（最⼤震度３：１回，最⼤震度２：８回，最⼤震度１：11 回）発⽣した．いずれの地震も地
殻内で発⽣した．このうち最⼤規模の地震は，4 ⽉ 13 ⽇ 22 時 53 分に深さ 2km で発⽣した
M3.6 の地震（最⼤震度３）である．この地震の発震機構は北⻄―南東⽅向に圧⼒軸を持つ横
ずれ断層型である． 

（9）伊⾖⼤島近海の地震活動（今期間の最⼤ M4.3，最⼤震度３，第 11 図）
2021 年 3 ⽉ 18 ⽇から伊⾖⼤島近海で地震活動が活発になり，震度１以上を観測する地震
が，４⽉ 31 ⽇までに 19 回（最⼤震度３：３回，最⼤震度２：５回，最⼤震度１：11 回）発
⽣した．いずれの地震 もフィリピン海プレートの地殻内で発⽣した．このうち最⼤規模の地
震は，4 ⽉ 21 ⽇ 21 時 29 分に深さ 11km で発⽣した M4.3 の地震（最⼤震度３）である． 

（10）その他の地震活動
発⽣年⽉⽇ 震央地名 規模（M） 深さ（km） 最⼤震度 

2021 年 3 ⽉ 28 ⽇ ⼋丈島東⽅沖 5.6 55 3 （第 9 図） 
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第 1 図(a)  関東・中部地方とその周辺の地震活動（2020 年 11 月～2021 年 1 月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(a) Seismic activity in and around the Kanto and Chubu districts (November 2020 – January 2021,

M≧4.0, depth≦ 7 00km) .

第 1 図(b)      つづき（2021 年 2 月～4 月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1 (b)        Continued (February – April 2021, M≧4.0, depth≦700km). 
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11 月 11 日 硫黄島近海の地震 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2020 年 11 月 30 日、

 深さ０～700km、M≧6.0） 
2020 年 11 月の地震を赤く表示 

左図の領域内のＭ-Ｔ図 

硫黄島 

海溝軸 

震央分布図 
（2000 年１月１日～2020  年 11 月 30 

日、深さ０～700km、M≧5.5）
2020 年 11 月の地震を赤く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

父島 

母島 

硫黄島 

ａ

海溝軸 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

父島 

母島 

今回の地震 

津波観測あり 

津波観測あり 

第 2 図(a)  2020 年 11 月 11 日 硫黄島近海の地震 
Fig. 2(a)   The earthquake near Ioto island on November 11, 2020. 

 2020 年 11 月 11 日 14時 17 分に硫黄島近海
で M6.2 の浅い地震（震度１以上を観測した地
点なし）が発生した。 
2000 年１月以降の活動をみると、今回の地

震の震央周辺（領域ａ）では、2015 年５月 30
日に M8.1 の地震（最大震度５強）が発生する
など、M7.0を超える地震が 4回発生している。 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺では、M7.5 以上の地震が時々発生し
ている。2010 年 12 月 22 日には父島近海で
M7.8 の地震（最大震度４）が発生し、八丈島
八重根で 0.5m の津波など、東北地方から沖縄
地方にかけて津波を観測した。 
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第 2 図(b)  つづき 
Fig. 2(b)   Continued. 

11月11日硫黄島近海の地震（地震波形比較）

2020年11月11日の地震（M6.2、震度１以上の観測なし：今回）の速度波形（上下成分）

父島

母島CMT

CMT

海溝軸

母島２中ノ平

父島３

2016年8月5日の地震（M6.4、最大震度２）の速度波形（上下成分）

母島２中ノ平
（震度２）

父島３
（震度２）

震央分布図（1997年10月1日～2020年11月30日、
M≧6.0、700km以浅）

S－P：約25秒

P差：約7秒

P差：約1.4秒

S－P：約54秒

今回発生した地震は、深発地震ではなく浅い地震である。
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第 2 図(c) つづき  
Fig. 2(c)  Continued. 

気象庁CMT 防災科研
（F-net・手動）

USGS
（Mww）

Mw 5.6 5.7
ε 0.19 0.25

深さ 5km 18km

Global CMT GEOFON

Mw 5.6 5.6

ε 0.02 0.04

深さ 12km 17km

11月11日 硫黄島近海の地震（各機関のMT解）

防災科研（F-net）：

http://www.fnet.bosai.go.jp/event/joho.php?LANG=ja
USGS（W-phase）：https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/map/Global 
CMT：http://www.globalcmt.org/CMTsearch.html
GEOFON MT：http://geofon.gfz-potsdam.de/eqinfo/list.php?mode=mt

一元化震源
Mj6.2

深さ0km

周辺の気象庁CMT解

（深さ0～150km）

USGS震源
深さ10km

M5.7

登録解なし

周辺の防災科研（F-net）解

防災科研（F-net）：

http://www.fnet.bosai.go.jp/event/joho.php?LANG=ja赤線は海溝軸

今回の地震
（一元化震源）

母島

硫黄島
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第 3 図(a)  2020 年 11 月 22 日 茨城県沖の地震 
Fig. 3(a)   The earthquake off Ibaraki Prefecture on November 22, 2020. 

11 月 22 日 茨城県沖の地震 

2020 年 11 月 22 日 19 時 05 分に茨城県沖の深さ

45km で  M5.7 の地震（最大震度５弱）が発生した。

この地震は、発震機構（CMT 解）が西北西－東南東

方向に圧力軸を持つ逆断層型で太平洋プレートと

陸のプレートの境界で発生した。

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震の

震源付近（領域ｂ）では、2000年７月 21 日に今回の

地震の近傍で M6.4 の地震（最大震度５弱、住家一

部破損等の被害あり）が発生するなど、M5.5以上の

地震が時々発生していた。「平成23年（2011年）東

北地方太平洋沖地震」の発生以降の数年間は地震活

動が一時的に活発になった。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央周

辺（領域ｃ）では、M7.0以上の地震が時々発生して

いる。このうち1938年５月23日に発生したM7.0 の地

震では、福島県小名浜で 83cm（全振幅）の津波が

観測された（「日本被害地震総覧」による）。ま

た、2011年３月11日15時15分に茨城県沖で発生した

M7.6 の地震（最大震度６強）は、東北地方太平洋沖

地震の最大余震である。 

震央分布図 

（1997 年 10 月１日～2020  年 11 月 30 日、

深さ０～120km、M≧3.0） 

2020 年  11 月の地震を赤く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

震央分布図 

（1919 年１月１日～2020 年 11 月 30 日、 

深さ０～120km、M≧5.0） 

2020 年 11 月の地震を赤く表示 

ｃ

領域ｃ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

ａ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ Ｂ 今回の地震

ｂ 

今回の地震 

(2020年11月１日～11月30日) 

M≧2.0 

東北地方太平洋沖地震発生 

Ａ 

Ｂ 

東北地方太平洋沖地震発生 

今回の地震 
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第 3 図(b) つづき 
Fig. 3(b)  Continued. 

11月22日 茨城県沖の地震（相似地震）

2020年11月22日の茨城県沖の地震（M5.7、最大震度５弱）について強震波形による相関解析を行った結果、2002年2月12日の地震（M5.7、最大震度５弱）

とともに新たな相似地震グループとして検出された（下図のグループＡ：★）※１。

※２

※２

今回の地震

今回の地震

今回の地震

1989.12.9（M5.6）

2016.8.19（M5.4）

2002.2.12（M5.7）

2009.10.23（M5.0）

※M5.0以上の地震に注釈5km

5弱　5弱

※１ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合に相似地震として検出し、相似地震のグループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている［溜渕ほか、2014］。
※２ すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori(1979)］及び 地震モーメントとすべり量の関係式［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られ

た積算すべり量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

●波形例

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当
に変換して求めたもの

水戸市金町

震央
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第 4 図(a)  2020 年 12 月 17 日 茨城県南部の地震 
Fig. 4(a)   The earthquake in the southern part of Ibaraki Prefecture on December 17, 2020. 

12 月 17 日 茨城県南部の地震 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2020 年 12 月 31 

日、深さ０～100km、M≧5.0） 

 2020 年 12 月 17 日 16 時 42 分に茨城県南部
の深さ 45km で M4.6 の地震（最大震度４）
が発生した。この地震は、発震機構が北西－
南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリ
ピン海プレートと陸のプレートの境界で発生
した。

1997年10月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）は活動が活発な領域
で、「平成 23年（2011 年）東北地方太平洋沖
地震」発生以降、地震活動がより活発にな 
った。最近では2020年７月９日にM4.7の地震
（最大震度４）が発生した。また、今回の地
震の発生場所の近くでは、2014年９月16日に
M5.6 の地震（最大震度５弱）が発生し、負傷
者10 人、住家一部破損 1,060 棟等の被害を生
じた（総務省消防庁による）。 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M6.0 程度の地震が
時々発生している。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震

今回の地震 

の震央位置 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

Ｂ 

Ａ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2020 年 12 月 31 日、

深さ０～140km、M≧2.0） 
2020 年 12 月の地震を赤色で表示 

今回の地震 

東北地方太平洋沖地震発生 

（2020 年 12 月 17 日～31 日、 
Ｍ≧0.5） 

12 月 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ Ｂ 
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12月17日 茨城県南部の地震（相似地震）

ＭＴ図（左図内）

赤太矢印の期間は波形収集基準と観測点密度の違いが相似地震検出
に影響している可能性がある。

●推定年平均すべり量等

すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori (1979) ］及び 地震モーメントとすべり量の関係式［Nadeau  and Johnson(1998)］を使用。得ら
れた積算すべり量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

第 4 図(b)  つづき   
Fig. 4(b)      Continued. 

Ｍ
今回の地震

年

年

積算

すべり量（cm） 積算すべり量図

2020年12月17日の茨城県南部の地震（M4.6、最大震度４）について強震波形による相関解析を行った結果、既往相似地震グループ

Hの最新の地震として検出された（上図の ：今回を含めM4.6～5.1の３地震）※。

※ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合、相似地震として検出している。また、相似地震のグループ分けはコヒーレン

スを用いて機械的に行っている。

溜渕功史・中村雅基・山田安之（2014)：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出,気象研究所技術報告,72,5-16.

今回の地震

今回の地震

今回の地震

震央分布図
（1988年10月1日～2020年12月17日、深さ０～100km、Ｍ≧3.5）

5km

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当に変換して求めたもの

●波形例

水戸市金町

震央
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第 5 図(a)  新島・神津島近海の地震活動 
Fig. 5(a)   Seismic activity near the Niijima and Kozushima Islands. 

期間 
震度 

１ 

震度 

２ 

震度 

３ 

震度 

４ 

震度 

５弱 
合計 

12 月 15 日 1 0 0 0 0 1 

12 月 16 日 0 0 0 0 0 0 

12 月 17 日 0 0 0 0 0 0 

12 月 18 日 8 4 2 1 1 16 

12 月 19 日 5 3 0 0 0 8 

12 月 20 日 3 0 0 0 0 3 

12 月 21 日 2 1 1 0 0 4 

12 月 22 日 1 0 0 0 0 1 

12 月 23 日 1 0 0 0 0 1 

12 月 24 日

～31 日 
0 0 0 0 0 0 

1 月 1 日 4 0 0 1 0 5 

1 月 2 日～

17 日 
0 0 0 0 0 0 

1 月 18 日 1 0 0 0 0 0 

1 月 19 日～

31 日 
0 0 0 0 0 0 

合計 26 8 3 2 1 40 

領域ａ内の震央分布図 
（2020 年 12 月１日～2021 年１月３日、 

深さ０～20km、M≧1.6） 

ａ 

ｂ 

今回の地震① 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2021 年１月３日、 

深さ０～30km、M≧3.0） 
2020 年 12 月の地震を赤色で表示 

今回の地震① 

12 月 

新島・神津島近海の地震活動 

2020年12月18日18時09分に発生した地震に対して情報発表に用いた震央地名は〔伊豆大島近海〕である。 

　2020 年 12月 18 日 18 時 09 分に新島・神津島近
海の深さ11kmでM5.0の地震（最大震度５弱、図中
①）が発生した。この地震の発震機構
（CMT 解）は北北西－南南東方向に圧力軸を持つ横
ずれ断層型である。また、同日20時 36 分には、深
さ８km で M4.6の地震（最大震度４、図中②）が発
生した。この地震の発震機構も北北西－南南東方向
に圧力軸を持つ横ずれ断層型である。さらに、１月
１日 01時 53 分には深さ12km で M4.7 の地震（最大
震度４、図中③）が発生した。この地震の発震機構
は、北西－南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で
ある。いずれの地震も、フィリピン海プレートの地
殻内で発生した。
　今回の地震の震央付近（領域ａ）では 12 月 半ば
から地震活動があり、１月 31 日までに領域ａ内で
震度１以上を観測した地震は40回発生した。 

1997年10月以降の活動をみると、新島・神津島か
ら三宅島にかけての領域ｂで、三宅島の火山活動が
活発であった 2000年の 7月から８月にかけてM6.0以
上の地震が６回発生した。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

CMT 

CMT 

CMT 

伊豆大島 

三宅島 

御蔵島 

新島 

神津島 

利島 

鵜渡根島 

新島 

領域ａ内で震度１以上を観測した地震の
日別震度別回数 

（2020 年 12 月 15 日～2021 年１月 31 日） 

今回の地震③ 

今回の地震② 

1 月 
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2020年12月からの新島・神津島近海の地震活動（発生場所の詳細）

震央分布図（2020年12月１日～2021年1月30日、
深さ０～20km、M1.0以上）

領域ａ

領域ａ内の時空間分布（南北投影）

領域ａ内のＭＴ図

領域ａ内のＭ下限別ｂ値

利島

新島

鵜利根島

左図の期間拡大（2020年12月18日12時～21日12時）

左図の期間拡大（2020年12月18日12時～21日12時）

：Ｎ（Ｍ） ：n（M） ：ｂ値（縦棒は標準誤差）

ｂ
値

Ｎ
、
ｎ
（
個
）

Ｍ

発震機構解はCMT解。
期間毎の震源の色分けは以下のとおり。

●： ～2020年12月18日18時08分
●： 2020年12月18日18時09分

～12月18日20時35分
●： 2020年12月18日20時36分

～12月18日21時38分
●： 2020年12月18日21時39分

～12月21日00時38分
●： 2020年12月21日00時39分

～2021年1月1日01時52分
●： 2021年1月1日01時53分～

 第 5 図(b)  つづき 
Fig. 5(b)   Continued. 
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第 5 図(c)  つづき 
Fig. 5(c)   Continud. 

12月18日新島・神津島近海の地震（地震活動パラメータ）

領域ａ

領域ａ内のＭＴ・回数積算図

領域ａ内のＧＲ式と大森・宇津公式（二次余震系列考慮）の
フィッティング（M≧2.0）

1月4日00時時点

0.4％

M2.0以上の
積算回数

M5.0以上の
3日間確率（％）

赤：モデル
黒：観測

震央分布図（2020年12月18日17時～
2021年1月3日24時、M≧2.0、20km以浅）

領域ａ内のＥＴＡＳ解析（M≧2.0）

b＝0.89 （σ：0.09)
N＝94

大森・宇津公式パラメータ

12月18日M5.0 ： K＝17.702、ｃ＝0.206、ｐ＝1.778 （σ：6.034、0.118、0.342） 

12月21日M3.5 ： K＝ 2.055、ｃ＝0.313、ｐ＝3.000 （σ：4.937、0.929、5.454）

 1月 1日M4.7 ： K＝ 2.522、ｃ＝0.006、ｐ＝1.069 （σ：10.792、0.026、1.512） 
N＝95 AIC＝－503.907

ETASパラメータ（μあり）

μ＝0.361、K＝0.017、ｃ＝0.025、ｐ＝1.817、α＝1.087 
N＝95 AIC＝－532.010

ＥＴＡＳモデルからのずれ（50分割）
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Fig. 5(c) Continued.

領域ａ内のETAS解析（μ＝0、M≧2.0）及びモンテカルロシミュレーション

ETAS予測
（平均値）

→予測期間

モ
ン
テ
カ
ル
ロ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
積
算
回
数
の
予
測
幅

ETASパラメータ（μ=0で計算）

K＝0.026 c＝0.013 p＝1.491
 α＝1.085
 N=95 AIC＝－443.806

M5.0以上の3日間確率（1月4日00時時点）： 2％

大森・宇津パラメータ(1月1日M4.7の二次余震系列考慮）

12月18日M5.0： K＝20.905 c＝0.195 p＝1.582
1月 1日M4.7： K＝18.998 c＝0.001 p＝0.483
N=95 AIC＝－488.013

M5.0以上の3日間確率（1月4日00時時点）： 6％

観測
ＥＴＡＳモデル
大森・宇津モデル

M2.0以上積算回数

ETAS予測
（中央値）

※2日目以降のETAS予測上限は表示割愛

12/18 12/20 12/30 1/1 1/10

第 5 図(c) つづき 
Fig. 5(c)  Continued. 
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第 6 図(a)  2020 年 12 月 30 日 茨城県沖の地震 
Fig. 6(a)   The earthquake off Ibaraki Prefecture on December 30, 2020. 

12 月30 日 茨城県沖の地震

震央分布図 
（1919 年１月１日～2020 年 12 月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 

　2020 年 12 月 30 日 09 時 35 分に茨城県沖の深さ
56kmでM5.2 の地震（最大震度４）が発生した。この
地震は、発震機構が西北西－東南東方向に圧力軸を持
つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの境界
で発生した。なお、この地震の震源付近でほぼ同時
刻にM4.1 の地震（今回の地震と震度の分離はできな
い）が発生している。
　1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の震源
付近（領域ｂ）は、Ｍ5.0以上の地震が時々発生して
いる。東北地方太平洋沖地震の発生以降、活動がより
活発になっており、2012年３月１日にはM5.3の地震
（最大震度５弱）、2016年７月27日にはM5.4の地震（最
大震度５弱）などが発生している。 
　1919年１月以降の活動をみると、今回の地震の震央
付近（領域ｃ）では、M5.0 以上の地震が度々発生して
おり、このうち、1930年６月１日に発生したM6.5 の地
震（最大震度５）では、がけ崩れ、煙突倒壊などの被
害が生じた（「日本被害地震総覧」による）。 

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

Ｂ 

Ａ 

Ａ Ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2020 年 12 月 31 日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2020 年 12 月の地震を赤色で表示 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

東北地方太平洋沖地震発生 

（2011 年３月１日～ 
2020 年 12 月 31 日、Ｍ≧3.0） 

情報発表に用いた震央地名は〔茨城県北部〕である。 
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12月30日 茨城県沖の地震（相似地震）

ＭＴ図（左図内）

赤太矢印の期間は波形収集基準と観測点密度の違いが相似地震
検出に影響している可能性がある。

●推定年平均すべり量等

すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori (1979) ］及び 地震モーメントとすべり量の関係式［Nadeau  and Johnson(1998)］を使用。
得られた積算すべり量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

Ｍ

今回の地震

年

年

積算

すべり量（cm） 積算すべり量図

2020年12月30日の茨城県沖の地震（M5.2、最大震度４）について強震波形による相関解析を行った結果、

既往相似地震グループＣの最新の地震として検出された（上図の ：今回を含めM4.7～5.4の12地震）※。

※ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合、相似地震として検出している。また、

相似地震のグループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている。

溜渕功史・中村雅基・山田安之（2014)：全国を対象とした客観的な相似地震の抽出,気象研究所技術報告,72,5-16.

今回の地震

今回の地震

今回の地震

震央分布図
（1988年10月1日～2020年12月30日、深さ０～100km、Ｍ≧3.5）

2km

変位波形は加速度記録を気象庁59型地震計相当に変換して求めたもの

●波形例

熊谷市桜町
震央
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 第 6 図(b) つづき
Fig. 6(b)   Continued. 

－198－



地震予知連絡会会報第 106 巻 2021 年 9 月発行 

第 7 図  2021 年 2 月 2 日 栃木県北部の地震
Fig. 7   The earthquake in the northern part of Tochigi Prefecture on February 2, 2021. 

２月２日 栃木県北部の地震 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2021 年２月 28 日、 

深さ０～40km、M≧4.0） 
2021 年２月以降の地震を赤色で表示 

ａ 

ｂ 

栃木県

領域 b 内のＭ－Ｔ図

　 2021 年２月２日 03 時 01 分に栃木県北部の深さ
７kmでM4.0の地震（最大震度４）が発生した。この
地震は地殻内で発生した。この地震の発震機構は西
北西―東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で
あった。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の震
央付近（領域a）ではM4.0以上の地震が時々発生して
いる。このうち、1999年、2005年及び2013年には、
ほぼ同じ場所で１週間以内にM４程度の地震が２回発
生している。なお、2013年２月 25日にはM6.3の地震
（最大震度５強）が、領域aの北側で発生している。 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震の震央周
辺（領域ｂ）では、1949年 12月 26日に今市地震
（M6.4、M6.2）が発生しており、死者10人、負傷者
163 人、住家全壊 290棟などの被害を生じた（「日本被
害地震総覧」による）。 

領域 a 内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2021 年２月 28 日、 

深さ０～20km、M≧2.0） 
2021 年２月以降の地震を赤色で表示 

今回の地震

（2020 年 12 月１日～ 
2021 年２月 28 日） 

12月 

群馬県

埼玉県

１月

2020年 2021年

震央分布図中の▲は活火山を示す。 

茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による 

活断層を示す。

今回の地震

２月

今
市
地
震
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第 8 図  2021 年 3 月 16 日 茨城県南部の地震

Fig. 8   The earthquake in the southern part of Ibaraki Prefecture on March 16, 2021. 

３月 16 日　茨城県南部の地震

ａ 

ｂ 

ｃ 

今回の地震

震央分布図  
（1919 年１月１日～2021 年３月 31 日、

 深さ０～100km、M≧5.0） 

今回の地震

の震央位置

領域ｃ内のＭ－Ｔ図

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2021 年３月 31 日、  深

さ０～100km、M≧2.0） 
2021 年３月の地震を赤色で表示 

領域ａ内の断面図（Ａ－ＡＢ投影）  

Ａ

今回の地震

（2021 年３月１日～31 日、M≧0.5） 

1 10 30
2021年３月

CM

T 

　2021年３月16日04時56分に茨城県南部の深
さ54kmでM4.9の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震は、発震機構（CMT 解）が南北方
向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で、

フィリピン海プレート内部で発生した。

1997 年10 月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）は活動が活発な領域
で、「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地
震」発生以降、地震活動がより活発にな っ
た。M5.0 以上の地震も度々発生しており、 2005 
年７月28日に発生したM5.0 の地震（最大震度４）
では、軽傷者１人、建物のガラス破損等の被害を
生じた　（総務省消防庁による）。
　1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央
周辺（領域ｃ）では、M6.0程度の地震が時々発生
している。

20
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第 9 図  2021 年 3 月 28 日 八丈島東方沖の地震

Fig. 9   The earthquake east off Hachijojima Island on March 28, 2021. 

３月28日　八丈島東方沖の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2021 年３月 31 日、 

深さ０～250km、M≧3.0） 
2021 年３月の地震を赤く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2021 年３月 31 日、 

深さ０～250km、M≧5.0） 
2021 年３月の地震を赤く表示 

今回の地震

ｃ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図

八丈島

八丈島
「1972 年 12月４日八

丈島東方沖地震」 

ａ 

今回の地震

海

溝

軸

海

溝

軸

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影）Ａ 

今回の地震

Ａ 
Ｂ

ｂ 
Ａ 　　Ｂ

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

 2021年３月 28日 09時 26分に八丈島東方沖の深
さ 55km で M5.6 の地震（最大震度３）が発生し
た。この地震の発震機構（CMT 解）は南北方向に圧
力軸を持つ逆断層型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、M4.0以上の地震が時々発
生している。 

1919年以降の活動をみると、今回の震央周辺
（領域ｃ）では、1972年２月29日に M7.0の地震
（最大震度５）が発生し、千葉県館山市布良で最
大23cmの高さの津波が観測された。また、1972年 12
月４日に M7.2 の地震（最大震度６、「1972 年 12月
４日八丈島東方沖地震」）が発生し、和歌山県串
本町袋港で最大35cmの高さの津波が観測された
（いずれの地震も津波の高さは、験震時報（第 38
巻）による）。
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第 10 図  長野県北部の地震活動

Fig. 10   Seismic activity in the northern part of Nagano Prefecture. 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2021 年４月 30 日、 

深さ０～50km、M≧5.0） 
2021 年３月以降の地震を赤色で表示

ａ 

岐阜県 

今回の地震活動の
最大規模の地震

３月

富山県

長野県

４月

震央分布図中の▲は活火山を示す。

茶線は地震調査研究推進本部の長期評価による 

活断層を示す。

ｃ
今回の地震活動

構造線断層帯

跡津川断層帯

弥陀ヶ原

弥陀ヶ原

(M≧0.5）

「松代群発地震」

糸魚川―静岡
構造線断層帯焼岳

境峠・神谷断層帯

アカンダナ山

今回の地震活動の
最大規模の地震

ｂ 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2021 年４月 30 日、

 深さ０～20km、M≧2.0） 
2021 年３月以降の地震を赤色で表示 

長野県北部の地震活動 

糸魚川―静岡

跡津川断層帯 

 2021 年３月 21 日から４月 18 日にかけて
長野県北部の領域ｂで震度１以上を観測する
地震が、３月中は５回（最大震度２：３回、
最大震度１：２回）、４月中は 15 回（最大震
度３：１回、最大震度２：５回、最大震度
１：９回）発生した。いずれの地震も地殻内
で発生した。このうち最大規模の地震は、４
月 13日 22 時 53 分に深さ２km で発生した 
M3.6 の地震（最大震度３）である。この地
震の発震機構は北西―南東方向に圧力軸を持
つ横ずれ断層型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回
の地震の震央付近（領域ａ）では M2.0 以上
の地震が時々発生している。なお、2011 年 
10 月５日には M5.4 の地震（最大震度３）
が、領域ａの西側で発生している。 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では M5.0 以上の地震
が時々発生している。2014 年 11 月 22 日に
はM6.7 の地震（最大震度６弱）が発生してお
り、負傷者 46 人、住家全壊 77 棟などの被害
を生じた（総務省消防庁による）。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 
（2021 年３月１日～４月 30 日、M≧0.5） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 
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第 11 図  伊豆大島近海の地震活動

Fig. 11   Seismic activity near the Izu-Oshima Island. 

伊豆大島近海の地震活動 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2021 年４月 30 日、 

深さ０～30km、M≧1.0） 
2021 年４月１日以降の地震を赤色で表示

ａ 

今回の地震活動の

最大規模の地震

震央分布図中の茶色の細線は地震調査研究推進本部の長期評価
による活断層を、赤色の破線は海溝軸を示す。 

大島 

稲取断層帯 

伊豆半島

2021 年３月 18 日から伊豆大島近海（領域 a）で地震
活動が活発になり、震度１以上を観測する地震が、３月
中は１回（22 日に最大震度１）、４月中は 18 回（最大震
度３：３回、最大震度２：５回、最大震度１：10 回）発生
した。いずれの地震も、フィリピン海プレートの地殻内
で発生した。このうち最大規模の地震は、４月 21 日  21 
時 29分に深さ11km で発生した M4.3 の地震 （最大震度
３）である。

1997年10月以降の活動をみると、領域aでこれまでに
M4.0以上の地震は、2003年10月28日に発生した M4.4の地
震（最大震度３）のみである。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

（2021 年３月１日～４月30 日） 

４月３月

震央分布図 
（1919 年１月１日～2021 年４月 30 日、  

深さ０～50km、M≧4.0） 
2021 年４月１ 日以降の地震を赤色で表示

ｂ 「1978 年伊豆大島

　近海の地震」

今回の地震活動の

　最大規模の地震

大島

伊豆半島

稲取断層帯

震央分布図中の茶色の細線は地震調査研究推進本部の
長期評価による活断層を、赤色の破線は海溝軸を示す。 

海溝軸

海溝軸 

 1919 年以降の活動をみると、今回の地震の活動域の周辺
（領域ｂ）では、1978年１月 14 日にM7.0の地震（最大震度
５、「1978年伊豆大島近海の地震」）が発生し、死者 25 人、
負傷者 211 人、住家全壊 96 棟などの被害が生じた（「日本
被害地震総覧」による）。また、この地震により、伊豆大島
岡田で 70cm（全振幅）の津波を観測した。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 
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